近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１７クール日報（３月２８日～４月３日）
	報告日
天気
	３月３１日（日）
晴れ
（気温：１１度１５度）
	報告者
	兵庫県社協　藤本
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ１７クール：冨田、藤井（直）、丸山、小林、坂本、西田、渡邉、松尾、藤井（智）、藤本
関ブロＢ１５クール： 遠山（都留市社協）、飯田（岡谷市社協）、矢巻（山梨県社協）

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:25 朝礼
8:50 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
10:15 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
11:45 本部で活動者報告受付
15:00 ボランティア　最初のグループ終了・見送り
16:00 ボランティア　最後のグループ終了・見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
田鶴浜コミュニティセンター3日目


	
	17:00終礼
17:45 明日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
19:00 活動終了

	報告事項

	●VCの状況［V157名（テント村91名）　現地調査22件（うち一般17件、現場系2件、キャンセル3件）　ニーズ対応14件（うち完了13件、継続1件）］

●マッチング担当
・10時より仮仮置き場に禊地区の地域づくり協議会から35件災害廃棄物の受入があったため、仮仮置き場を最初に出発させることで対応した。マイクロバスを使用してもピストン輸送の必要があったが、１回目が早い時間に出発しているため、２回目に乗車するVさんの待ち時間がほとんど発生しなかった。
・飛行機が遅れたため２名が大幅に遅れて参加。テント村でテントの修復作業が必要であったため、そちらで活動いただく。ただし、直接災害に関係のある作業ではないため、今後このような依頼があった場合は、テント村の作業はテント村の利用者にのみ案内することとする。
・聴覚障害のある方が活動に参加された。ゆっくり話せば唇を読むことができるとのことで、通常どおりの活動となった。

●現地調査担当
・災害Ｖコーディネーター３名、近ブロ2名、丸亀2名の4班構成で実施。

●仮仮置き場担当
・ボランティア38人
・木材の積み込み時に、木材の破片が耳に当たり、出血した方がいた。ご本人は活動継続を希望されたため、応急処置をし、違和感があれば必ず受診するようお伝えした。

	今後の主な予定
	●明日4/1（月）の動き
・近ブロ10名のみでの運営となるため、特に朝の送り出し時は各班でフォローし合う。
・田鶴浜コミュニティセンターの荷物受付は13時まで。ヨットハーバーへ移動。
・NHK北陸放送局の取材が入る予定。

	調整課題・所感等
	・18クールは近ブロ11名のみでの活動となるため、少ない人員で運営できるよう各班でフォローし合う体制を築く必要がある。
・現地調査について近ブロが担当する業務を明確にするため、合計８項目の業務内容が七尾市社協より提示された。確実に件数を増加させるため、都度相談しながら運営や人員の体制を見直す必要がある。

	その他
	・ボランティア保険が年度の切り替わりで切れるため、受付時に呼びかけを徹底するとともに、オリエンテーション時にも再度アナウンスすることとする。年度当初しばらくは同じ対応を続け、ボランティア保険再加入を促す掲示を行う。
・ニーズの受付票の回収が漏れている場合が散見される。個人情報が多く記載されているため、確実に回収することを確認した。



